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論文内容要旨
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審査結果要旨
 最近相次いで,口腔細菌由来のスーパー抗原の存在が示唆されたことにより,歯周病をはじめ
 とする口腔粘膜疾、憲へのスーパー抗原の関与の可能性を検討する必要があるものと考えられる。
 スーパー抗原はMHC拘束性を受けずに多数の丁細胞の増殖と活性化を誘導し,活性化した丁細
 胞から産生される過剰のサイトカインは,生体の防御機能である免疫反応,すなわちサイトカイ
 ンネットワークの撹乱を引き起こし,組織傷害を起す可能性がある。現在,病因が明確でない多
 くの免疫学的疾、憲についてもスーパー抗原の関与が考えられている。
 本研究では,細菌性スーパー抗原のビルレンス因子としての可能性を探る目的で,口腔粒膜疾
 、憲への関与の可能性をも視野にいれてスーパー抗原刺激により誘導される丁細胞の特徴を解析し
 ている。
 本論文の著者は,口腔内にも存在するS龍卿000昭Sかog躍召S菌体より分離したスーパー抗原
 のcytoPlas翻cmem焼ane-associatedprote量n(CAP)とS云のhツZo6000%s側角2%s由来のスーパー抗
 原のSta諏yiococcaieBtefotoxinB(SEB)を供試し,それらスーパー抗原刺激により誘導され
 る丁細胞についての検討を行なった。その結果,スーパー抗原刺激でDR+丁細胞が誘導される
 ことから,T-丁細胞の相互作用というスーパー抗原作用拡大の可能性を提示し,さらに接着分
 子発現が増強されること,およびCD25を発現した活性化丁細胞が誘導されることを明らかに
 している。また,CAP刺激ではCD30+丁細胞が優位に誘導され,丁翅型丁細胞が主として誘導
 されるのに対し,SEBおよびrSPE-C刺激ではCD30+丁細胞の誘導が起らないことから丁殖
 型丁綴胞が主として誘導されるのではないかと考えた。そして,サイトカインmRNA発現を
 RT-PCR法にて検討を行い,CAP刺激ではIL-2と狸N-7のmRNA発現が認められないの
 に対し,SEBおよびrSPE-C刺激ではそれらの発現が顕著であることから,CAP刺激では
 丁五2型丁細胞,SEBおよびrSPE-C刺激では丁紅型丁継胞が誘導される可能性を提示してい
 る。
 以上の知見に基づいて,感染病巣において増殖活性化した丁細胞が,かたよったサイトカイン
 を過鶏に産生し,組織傷害性に働く可能性があると結論している。
 著者の研究は,口腔内においてスーパー抗原活性が絽織に対し作用した場合に傷害性をもって
 作用することを示すものであり,P腔細菌由来のスーパー抗原の存在の報告と考え合わせると大
 変興味深い結果といえる。
 本研究の結果は,口腔粘膜疾患の発症ならびに進行の機序解明に新たな視点を提示する可能性
 があり,今後の口腔粘膜疾患研究に寄与するものと期待される。よって本論文は歯学博士の授与
 に値するものと認める。
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